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2

第 21次総代

第
20
次
総
代
の
任
期
満
了
に
伴
い
、第
21
次
新
任
総
代
の
皆
様
が
決
定
し
、４
月
24
日
に
5
１
９
名
が
就
任

い
た
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
運
営
へ
女
性
参
画
を
す
す
め
る
た
め
、積
極
的
に
女
性
総
代
を
選
出
い
た
だ
き
、女
性

総
代
比
率
は
30
．25
％
と
な
り
ま
し
た
。新
任
の
皆
様
の
お
名
前
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

1
有　
明　
　
53
人

北
穂
高　
　
17
人

西
穂
高　
　
34
人

烏　
川　
　
40
人

豊　
科　
　
31
人

三　
田　
　
23
人

穂　
高　
　
38
人

遠
藤
　
　
功

遠
藤
　
博
猛

赤
羽
　
明
彦

平
林
　
文
子

林
　
　
幸
絵

竹
原
　
徳
治

千
国
　
仁
美

窪
田
　
　
実

石
川
　
　
太

萩
原
　
茂
一

丸
山
ま
な
み

有
賀
　
善
昭

小
松
　
康
則

一
志
み
ゆ
き

丸
山
啓
二
郎

安
部
　
直
志

降
幡
　
真
美

臼
井
　
明
美

内
田
征
矢
男

宮
澤
美
和
子

大
竹
　
範
彦

宮
澤
よ
り
子

臼
井
　
憲
一

梶
原
　
直
子

矢
野
は
る
な

中
田
　
寿
勝

青
柳
　
　
茂

猿
田
　
　
豊

青
柳
　
康
雄

鹿
川
　
葉
子

青
栁
　
　
好

青
栁
　
智
司

板
花
　
朋
子

板
花
　
紀
江

矢
口
　
　
正

中
澤
　
　
満

中
野
　
明
弘

与
曽
井
孝
一

丸
山
　
深
雪

曽
根
原
慶
久

曽
根
原
　
斎

髙
橋
　
　
肇

山
崎
　
恵
子

丸
山
美
代
子

野
口
　
美
幸

三
澤
健
二
郎

三
澤
　
弘
典

矢
ノ
口
　
勲

北
澤
　
千
穂

林
　
　
文
子

丸
山
か
ず
子

矢
野
口
典
弘

望
月
　
利
彦

佐
藤
　
文
俊

鹿
川
　
啓
蔵

塚
田
未
喜
男

曽
根
原
吉
春

耳
塚
　
喜
門

秋
山
や
よ
い

吉
野
さ
つ
き

曽
根
原
秀
明

吉
田
　
哲
弥

髙
山
　
　
明

百
瀬
由
起
子

吉
田
　
美
穂

髙
山
　
　
操

畠
山
　
順
和

吉
田
　
洋
史

古
幡
　
茂
則

手
塚
　
敏
徳

西
上
　
　
孝

内
山
　
　
清

越
原
千
賀
子

北
澤
　
一
眞

山
本
　
隆
康

小
林
　
実
雄

中
村
　
茂
實

齋
藤
　
正
男

野
本
　
貞
子

德
田
　
成
秀

杉
浦
　
壽
章

下
里
　
　
健

武
井
　
公
美

黒
岩
　
　
剛

髙
橋
　
理
夫

丸
山
　
恒
靖

松
尾
　
　
基

関
　
　
美
穂

清
沢
　
駿
蔵

二
木
　
　
章

丸
山
　
雅
大

丸
山
　
秀
司

丸
山
せ
き
子

高
橋
　
稲
子

丸
山
　
修
司

丸
山
　
直
子

望
月
　
久
幸

細
川
　
豊
三

小
岩
　
康
紀

藤
澤
　
賢
一

臼
居
　
孝
文

深
澤
　
美
紀

竹
内
　
史
江

藤
村
　
昌
直

小
岩
　
未
佳

水
口
　
裕
子

横
山
惠
美
子

丸
山
　
修
一

川
上
　
敬
子

望
月
　
陽
子

小
林
　
光
男

望
月
比
登
志

宇
留
賀
日
出
栄

等
々
力
政
文

古
幡
　
元
靖

牛
流
　
道
弘

伊
藤
　
正
子

赤
羽
　
由
子

金
子
　
　
章

本
郷
　
儀
助

白
澤
　
　
弘

東
條
志
津
夫

小
川
　
　
昇

白
澤
さ
よ
子

平
林
　
明
美

平
林
　
久
生

青
栁
　
重
男

竹
川
　
俊
光

矢
口
　
敦
子

塚
田
　
孝
雄

山
田
誌
津
夫

内
川
　
和
宣

内
川
小
百
合

寺
嶋
由
美
子

寺
嶋
　
　
弘

郷
津
　
　
剛

大
月
　
吉
雄

中
村
　
悦
義

小
幡
　
道
子

杉
山
　
英
弘

藤
原
　
澄
子

小
幡
　
隆
秀

森
山
　
勇
市

中
村
今
朝
子

宮
島
　
利
治

熊
井
　
悦
子

中
山
　
清
茂

相
田
　
健
一

稲
田
　
宏
之

萩
原
　
淑
恵

岡
村
　
照
三

平
林
　
和
明

太
田
　
光
明

浅
川
　
信
子

篠
崎
　
三
雄

大
谷
　
実
子

望
月
　
達
明

稲
田
　
一
昭

浅
川
　
竹
生

丸
山
　
徳
之

浅
川
　
邦
男

浅
川
　
高
志

藤
原
　
孝
司

古
幡
　
礼
一

西
牧
　
修
一

増
田
　
兼
一

寺
島
ゆ
か
り

寺
島
　
栄
一

中
村
　
元
一

鈴
木
　
　
進

曽
根
原
　
清

丸
山
　
幸
夫

渡
辺
千
恵
子

橋
渡
　
皆
子

丸
山
　
　
潔

田
口
　
光
男

丸
山
　
照
雄

滝
沢
　
　
満

片
桐
　
康
成

丸
山
み
ち
子

米
倉
　
慎
介

青
柳
　
　
信

米
倉
　
忠
志

丸
山
久
美
子

小
穴
今
朝
男

吉
田
美
千
代

北
林
　
　
稔

北
林
　
政
利

西
川
み
ゆ
き

丹
生
山
公
男

太
田
　
明
美

重
森
　
　
博

九
蘭
　
真
吾

小
林
　
健
男

九
蘭
　
訓
司

長
巾
　
一
生

曽
山
　
慶
一

曽
山
　
光
祥

淺
川
　
克
浩

浅
川
　
定
則

中
村
　
吉
保

唐
澤
　
　
隆

黒
岩
し
ず
子

塚
田
　
純
一

平
林
　
龍
二

白
澤
　
俊
彦

鎌
田
　
昭
彦

千
野
　
礼
子

斉
藤
　
岳
雄

　新任総代の皆様に総代の基本的な任務や役割のほ
か、JAや農業を取り巻く情勢などをご理解いただく
ため、安曇野スイス村サンモリッツで新任総代研修

会を開きました。
　研修会では JA長野中央会経営支援部松本事業所の山口剛所長
が「JAがめざすものと組合員・総代の役割」について講演しました。

4/25

第第
2121
次
総
代
就
任

次
総
代
就
任

第第
2121
次
総
代
就
任

次
総
代
就
任
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南
穂
高　
　
33
人

第 21次総代

上
川
手　
　

19
人

高　
家　
　
37
人

明　
盛　
　
34
人

温　
　
36
人

倭　
　
31
人

梓　
　
45
人

島　

　々
　
６
人

大
野
川　
　
６
人

奈　
川　
　
13
人

小　
倉　
　
23
人

中
澤
　
一
政

井
口
　
慶
久

井
口
　
幸
一

土
谷
　
文
雄

小
口
　
泰
代

丸
山
　
哲
也

丸
山
　
敦
子

大
原
さ
と
美

中
嶋
　
栄
一

丸
山
　
暢
義

丸
山
　
尚
之

大
曽
　
和
弘

中
沢
　
吉
行

山
田
　
久
子

熊
井
　
義
明

竹
内
　
敬
昌

丸
山
　
裕
士

岡
村
　
　
徹

長
谷
川
　
清

岡
村
み
ち
か

大
野
　
幸
児

水
谷
　
正
義

桐
沢
　
　
淳

横
山
　
洋
子

髙
橋
　
　
昇

高
橋
ひ
と
み

丸
山
　
　
隆

平
林
　
英
之

丸
山
　
一
浩

細
萱
　
　
稔

丸
山
　
　
勝

齊
藤
　
智
子

細
萱
佐
知
子

猿
田
千
奈
美

山
本
　
勝
三

堀
金
　
里
美

小
穴
き
く
美

小
穴
　
澄
人

小
穴
　
明
男

鳥
羽
　
恭
子

大
谷
　
裕
彦

丸
山
　
　
静

古
澤
美
由
紀

山
田
　
　
勝

丸
山
　
哲
士

飯
沼
　
成
昭

藤
沢
美
奈
子

根
石
　
禎
子

望
月
　
敦
子

丸
山
　
伸
基

下
里
　
誠
治

川
井
　
　
浩

井
口
　
昌
子

山
田
　
　
健

飯
島
　
祐
二

轟
　
　
敏
朗

臼
井
　
克
之

小
林
　
勘
治

浅
川
　
正
博

百
瀬
久
美
子

榑
沼
　
実
雄

花
村
仁
一
郎

髙
橋
　
邦
博

髙
橋
真
由
美

山
崎
　
康
弘

藤
原
ち
ま
子

髙
橋
　
伸
光

望
月
　
隆
雄

小
沢
　
豊
久

古
川
　
眞
弓

村
田
　
京
子

市
川
　
良
一

望
月
　
逸
郎

内
川
　
博
文

長
崎
　
地
秋

丸
山
　
洋
子

丸
山
　
隆
幸

平
林
　
和
江

草
深
　
政
夫

降
簱
　
昭
子

二
木
　
一
雄

中
西
　
幸
照

松
澤
　
　
浩

小
笠
原
辰
夫

手
塚
　
勝
英

大
谷
　
直
寿

三
澤
　
浩
美

中
槇
　
基
裕

丸
山
　
修
平

手
塚
　
太
久

奥
原
　
順
子

竹
内
　
　
旭

山
田
　
伸
雄

飯
田
　
智
子

岩
倉
由
未
子

水
野
　
正
夫

水
谷
　
剛
生

水
谷
　
仁
美

中
澤
　
孝
夫

横
山
　
　
剛

三
原
　
宗
夫

山
田
　
長
男

宮
澤
　
京
子

宮
澤
万
茂
留

渋
田
見
澄
子

内
田
　
　
剛

淺
和
　
政
惠

髙
木
　
信
吉

土
屋
　
俊
一

中
島
貴
志
夫

丸
山
　
謙
一

丸
山
　
秀
子

小
林
孝
太
郎

曽
根
原
　
正

武
田
　
浩
一

曽
根
原
利
恵
子

丸
山
　
　
正

中
山
　
圭
子

三
澤
　
治
人

丸
山
　
　
隆

高
山
　
裕
行

村
山
　
秀
樹

白
澤
　
𠮷
哲

竹
内
　
享
子

松
岡
　
雅
文

太
前
千
鶴
子

江
本
　
　
潔

中
村
　
芳
則

髙
橋
　
清
登

西
澤
　
勇
次

髙
橋
　
孝
栄

中
村
　
竹
治

種
山
　
陽
子

赤
澤
　
裕
司

丑
山
日
出
晴

奥
村
真
貴
子

小
松
　
妙
子

岡
里
　
吉
史

福
島
た
づ
子

宮
澤
　
一
雄

加
藤
　
　
恒

小
林
　
　
弘

曽
山
　
信
一

飯
島
　
嗣
史

中
屋
　
徳
俊

加
科
　
昌
男

白
沢
　
美
雄

奥
谷
　
保
人

白
澤
　
　
悟

宮
坂
　
英
文

水
谷
　
孔
彦

杉
本
美
代
子

三
澤
　
　
廣

髙
嶋
　
智
子

帯
刀
　
仁
一

務
臺
　
二
郎

降
旗
　
英
行

小
澤
　
　
守

上
田
泰
一
郎

髙
橋
　
利
実

丸
山
　
豊
貢

中
村
多
重
子

甕
　
　
一
郎

小
松
　
健
一

髙
橋
　
陽
一

甕
　
　
厚
司

塚
田
　
克
彦

松
岡
　
隆
史

青
柳
れ
い
子

那
須
野
　
徹

中
村
　
信
司

丸
山
　
典
洋

三
原
　
賢
一

藤
松
　
伸
員

小
穴
　
一
恵

飯
田
美
由
紀

小
穴
　
哲
丸

藤
松
　
英
久

小
穴
　
睦
雄

小
穴
　
善
彰

小
穴
　
典
子

丸
山
　
和
美

小
松
　
純
子

柳
沢
　
寿
弥

小
川
　
順
司

保
崎
　
雄
一

増
田
　
克
巳

塚
田
　
耕
一

塚
田
　
政
子

松
田
千
代
子

上
條
　
盛
榮

増
田
　
隆
男

大
倉
　
典
明

加
藤
　
英
二

藤
岡
み
は
る

林
　
　
雅
彦

両
角
　
生
一

二
村
　
正
彦

水
谷
　
貴
史

松
村
　
暁
生

藤
原
　
隆
男

二
村
　
　
進

中
田
　
君
子

中
田
　
哲
郎

降
幡
喜
久
子

降
幡
　
淳
子

松
岡
　
義
幸

米
山
　
竜
也

小
林
　
　
正

松
澤
　
哲
也

上
條
　
三
男

上
嶋
　
成
代

岩
岡
　
宏
和

中
村
　
ゆ
み

中
山
　
和
雄

中
山
　
重
宣

青
木
佐
枝
子

逸
見
由
利
子

青
木
　
寛
治

逸
見
　
　
傳

降
旗
　
俊
彦

三
島
　
利
章

高
嶋
　
直
子

斉
藤
　
　
勉

小
松
　
　
傳

太
田
　
芳
明

百
瀬
　
照
子

倉
科
ち
あ
き

宮
澤
　
千
波

上
嶋
　
章
夫

深
澤
　
孝
治

猿
田
　
年
保

岡
村
　
吉
浩

中
野
　
雄
介

萩
原
　
美
代

西
牧
　
敏
雄

小
松
　
英
正

細
田
　
明
美

木
舩
　
計
明

中
埜
　
英
春

小
松
　
文
博

斉
藤
　
誠
史

宮
下
　
　
健

斎
藤
　
明
美

輪
湖
　
義
治

井
上
　
高
広

小
松
　
幸
次

輪
湖
と
も
子

樋
口
　
博
康

鰐
川
　
　
勇

斉
藤
　
り
か

鰐
川
　
久
史

上
村
　
功
二

川
上
　
泰
司

川
上
　
幸
恵

太
田
　
幸
子

西
牧
　
幸
則

西
牧
　
秀
明

水
谷
　
　
清

二
木
　
彰
子

細
野
　
秀
子

金
井
健
二
郎

大
池
　
正
浩

森
　
　
鉄
雄

原
口
　
和
良

上
兼
　
道
啓

山
崎
　
　
隆

中
沢
　
庸
徳

上
嶋
　
京
子

小
松
　
　
薫

二
村
　
由
美

二
村
　
金
子

丸
山
　
隆
夫

佐
原
　
大
介

松
村
　
義
信

丸
山
　
光
義

榑
沼
　
賢
司

宮
坂
　
和
宏

水
上
　
昌
一

村
瀬
　
　
宏

西
村
　
宗
明

川
上
　
一
男

長
﨑
　
好
孝

永
原
　
　
弘

樋
口
　
成
子

奥
原
　
一
郎

百
瀬
　
一
美

上
條
　
義
久

上
條
富
美
子

加
藤
　
市
朗

川
上
　
和
久

中
原
　
　
敦

宮
原
　
末
子

齋
藤
　
幸
広

奥
原
　
泰
子

斎
藤
　
秀
明

忠
地
　
直
美

奥
原
　
梅
子

奥
原
　
邦
義

丸
山
　
春
男

奥
原
ち
な
み

奥
原
　
宏
幸

勝
山
　
幸
子

勝
山
美
智
子

奥
原
　
芳
枝

古
幡
は
る
美

齊
藤
　
幸
江

富
田
　
健
司

古
畑
美
津
子

忠
地
　
愛
男
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安全・安心！！  健康農作物づくり  
豊かな安曇野の大地が育てる安全・安心な自然の恵み。皆さんと一緒に元気な農業をお手伝い！

高
品
質
生
産
に
向
け
て
、

　
　
　
　

  
摘
果
作
業
の
実
施
を

　

花
の
時
期
が
終
わ
り
、
摘
果
の
時
期

を
迎
え
ま
し
た
。
高
品
質
な
果
実
生
産

に
向
け
て
、
順
次
作
業
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

１
．
摘
果
の
目
的

①
細
胞
分
裂
の
促
進

　
果
実
の
肥
大
は
「
細
胞
分
裂
」
と
「
細

胞
肥
大
」
の
２
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
内
、「
細
胞
分
裂
」
の
期
間

は
授
粉
後
の
数
週
間
で
す
。
こ
の
期
間

に
摘
果
し
て
養
分
を
集
中
さ
せ
、
果
実

内
の
細
胞
数
を
増
や
さ
せ
る
事
で
、
次

の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

・
肥
大
で
き
る
細
胞
の
数
が
多
い
分
、

大
き
な
果
実
に
育
ち
や
す
い

・
乾
燥
後
の
急
な
降
雨
で
裂
果
す
る
リ

ス
ク
が
減
る

・
細
胞
数
が
多
い
方
が
、
肉
質
が
ち
密

に
な
り
易
い

②
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
調
整

　

果
実
内
の
種
か
ら
は
、
他
の
組
織
の

発
育
を
抑
え
る
ホ
ル
モ
ン
が
出
て
い
ま

す
。
着
果
量
が
多
過
ぎ
る
と
翌
年
用
の

花
芽
の
発
育
も
抑
え
ら
れ
て
次
年
度
に

影
響
し
て
し
ま
う
為
、
早
め
に
適
正
着

果
量
に
近
づ
け
ま
し
ょ
う
。

○
玉
ね
ぎ
の
栽
培
管
理

　

玉
ね
ぎ
も
５
月
に
入
り
玉
が
太
り
だ

す
時
期
に
な
り
ま
す
。乾
燥
が
続
く
と
玉

伸
び
せ
ず
に
小
玉
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。降
雨
が
少
な
い
状
況
が
続
く
よ
う

な
ら
、畝
間
に
潅
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

潅
水
は
５
月
中
を
目
途
に
終
わ
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

　

現
状「
べ
と
病
」も
引
き
続
き
発
生
が

見
ら
れ
ま
す
の
で
、被
害
が
拡
大
し
な
い

よ
う
に
引
き
続
き
防
除
を
行
い
ま
し
ょ

う
。貯
蔵
中
の
腐
敗
等
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

「
ト
ッ
プ
ジ
ン
M
水
和
剤
」等
で
収
穫
直

前
ま
で
し
っ
か
り
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

　
気
温
が
上
昇
し
て
く
る
と
、ネ
ギ
ア
ザ

ミ
ウ
マ
の
発
生
が
増
え
て
き
ま
す
。葉
が

白
く
か
す
れ
状
に
な
る
の
が
ア
ザ
ミ
ウ
マ

に
よ
る
食
害
痕
で
す
。被
害
が
ひ
ど
い
と

生
育
が
悪
く
な
り
ま
す
の
で
、防
除
の
際

は
、「
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ
」「
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水

和
剤
」等
の
殺
虫
剤
を
合
わ
せ
て
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

○
夏
野
菜
の
苗
の
選
び
方
と
管
理

　
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
の
夏
野
菜
の
苗
の

販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。し
っ
か
り
と
し

た
良
い
苗
を
植
え
る
こ
と
は
、夏
の
収
穫

に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、苗
を
購
入
す
る

際
は
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

２
．
各
品
目
の
主
な
作
業

・
リ
ン
ゴ

　

が
く
立
ち
を
確
認
し
た
ら
、
満
開
後

30
日
頃
ま
で
に
予
備
摘
果
が
終
了
す
る

よ
う
作
業
を
進
め
て
下
さ
い
。
基
本
は

中
心
果
を
残
す
１
輪
摘
果
で
す
。
長
果

枝
頂
芽
や
腋
芽
の
幼
果
は
全
て
摘
ん
で

下
さ
い
。
ま
た
、
各
作
業
の
際
に
ふ
ら

ん
病
を
発
見
し
た
ら
最
優
先
で
処
理
し

て
下
さ
い
。

・
ナ
シ

　

１
輪
摘
果
で
は
横
を
向
い
た
果
そ
う

を
選
び
、
３
～
５
番
果
の
中
で
外
向
き

の
幼
果
を
残
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
満

開
後
30
日
以
内
に
２
～
４
果
そ
う
に
１

果
程
度
に
仕
上
げ
て
下
さ
い
。

・
モ
モ

　

予
備
摘
果
は
満
開
後
20
日
頃
か
ら
始

め
、
満
開
後
30
日
頃
ま
で
に
終
え
る
よ

う
進
め
て
下
さ
い
。
ま
た
、
穿
孔
細
菌

病
の
枝
病
斑
を
見
つ
け
た
ら
優
先
し
て

処
理
し
て
下
さ
い
。

・
ブ
ド
ウ　

　

開
花
ま
で
に
新
梢
の
棚
付
け
や
花
房

の
整
理
を
進
め
て
下
さ
い
。

・
プ
ル
ー
ン

　

生
理
落
果
し
ま
す
の
で
、
満
開
後
30

日
を
過
ぎ
て
か
ら
予
備
摘
果
を
開
始
し

て
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー

果
樹
指
導
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

①
子
葉（
双
葉
）が
残
っ
て
い
る
苗
。子
葉

が
緑
色
で
し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
方

が
、植
え
付
け
後
の
生
育
が
良
く
な
り

ま
す
。

②
茎
が
太
く
、節
間
の
詰
ま
っ
た
苗
。茎

が
細
く
徒
長
し
て
し
ま
っ
た
苗
は
風
で

折
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、じ
っ
く
り
し

た
苗
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

③
白
い
根
が
ポ
ッ
ト
底
か
ら
見
え
る
苗
。

根
が
し
っ
か
り
回
っ
た
苗
は
、定
植
後

の
生
育
も
順
調
に
な
り
ま
す
。

④
葉
色
の
濃
い
苗
。肥
料
切
れ
し
て
、葉

が
黄
化
し
た
苗
や
病
気
の
疑
わ
れ
る

苗
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

〇
品
目
別
の
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト

　
ト
マ
ト
は
、一番
花
が
咲
き
だ
し
た
位
。

ピ
ー
マ
ン
、ナ
ス
は
、一番
花
の
蕾
が
見
え

て
い
る
位
の
苗
。キ
ュ
ウ
リ
や
メ
ロ
ン
は
、

本
葉
が
３
～
４
枚
で
、子
葉
が
し
っ
か
り

残
り
、花
が
ま
だ
咲
い
て
い
な
い
苗
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
の
品
種
は
、病
気
に
強
い
品
種
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、同
じ
圃
場
で
栽

培
し
て
い
る
と
連
作
に
よ
る
土
壌
病
害

が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。一
度
発
生
す
る

と
農
薬
で
も
防
ぎ
き
れ
ま
せ
ん
の
で
、対

策
と
し
て「
接
木
苗
」を
購
入
す
る
の
も

大
事
で
す
。詳
し
く
は
各
地
区
指
導
員
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
主
任　

西
牧
　
雅
史
）

そ
菜

果
実

（
堀
金
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
係
長　

手
塚
　
富
康
）
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営農メモあづみ野豊穣

（
豊
科
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー　

土
屋
　
光
毅
）

　

い
よ
い
よ
田
植
え
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
。

　

苗
箱
施
薬
剤
や
除
草
剤
等
の
農
薬
を

使
用
す
る
際
に
は
、
ラ
ベ
ル
等
の
内
容

を
確
認
し
、
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

作
業
後
は
水
稲
栽
培
日
誌
へ
忘
れ
ず
に

記
帳
し
て
下
さ
い
。

　

気
持
ち
的
に
も
い
そ
が
し
く
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
点
検
作
業
、
操
作
方
法

等
確
認
し
、
農
作
業
事
故
の
な
い
よ
う

注
意
し
な
が
ら
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
！

〔
代
か
き
〕

　

代
か
き
は
田
面
が
均
平
に
な
る
よ
う

に
、
丁
寧
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

植
代
は
浅
く
行
い
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の

車
輪
の
跡
が
つ
か
な
い
程
度
に
し
ま

し
ょ
う
。

〔
苗
箱
施
薬
剤
使
用
の
ポ
イ
ン
ト
〕

　

薬
剤
の
吸
収
を
良
く
す
る
為
、
田
植

え
前
日
に
苗
箱
１
箱
に
対
し
薬
剤
50
ｇ

を
均
一
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
散
布
後
、

苗
を
撫
で
て
薬
剤
を
床
土
に
落
と
し
散

水
を
し
ま
す
。
散
水
す
る
事
に
よ
り
薬

剤
が
土
に
吸
着
し
、
薬
剤
の
こ
ぼ
れ
落

ち
が
少
な
く
な
り
効
果
も
良
く
な
り
ま

す
。

　

育
苗
後
に
ハ
ウ
ス
で
野
菜
栽
培
を
行

う
場
合
、
苗
箱
施
薬
は
必
ず
ハ
ウ
ス
の

外
で
散
布
し
て
下
さ
い
。
ハ
ウ
ス
内
で

散
布
し
た
場
合
、
こ
ぼ
れ
落
ち
た
苗
箱

施
薬
剤
を
後
作
の
野
菜
が
吸
収
し
て
し

ま
い
、
登
録
の
な
い
成
分
の
残
留
農
薬

が
検
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
田
植
え
〕

　

深
植
え
に
す
る
と
活
着
や
分
け
つ
が

遅
れ
る
の
で
、
植
付
け
深
さ
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
田
植
え
後
は
田
面
が
露
出

し
な
い
よ
う
に
水
管
理
を
し
て
下
さ

い
。
活
着
後
、
昼
間
は
浅
水
・
夜
間
は

深
水
で
保
温
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。
特

に
夜
間
の
田
面
露
出
は
地
温
低
下
に
繋

が
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〔
除
草
剤
〕

　

除
草
剤
は
水
田
の
条
件
に
よ
り
剤
系

を
選
ん
で
下
さ
い
。
水
持
ち
の
良
い
水

田
（
３
～
４
日
水
が
引
か
な
い
圃
場
）

は
『
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
』・『
ジ
ャ
ン
ボ
剤
』・

『
豆
つ
ぶ
剤
』『
Ｆ
Ｇ
剤
』
等
の
剤
系
が

使
用
で
き
ま
す
。
水
持
ち
が
悪
い
水
田

は
『
粒
剤
』
を
使
用
す
る
と
効
果
が
安

定
し
ま
す
。

　

除
草
剤
は
藻
の
抑
制
成
分
を
含
ん
だ

除
草
剤
も
ご
ざ
い
ま
す
。
除
草
剤
選
び

に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

除
草
剤
散
布
後
は
、
薬
剤
が
し
っ
か

り
土
壌
に
吸
着
さ
れ
る
ま
で
水
を
動
か

さ
な
い
、
ま
た
水
を
切
ら
し
て
田
面
を

露
出
さ
せ
な
い
事
が
大
切
で
す
。
除
草

効
果
を
高
め
る
た
め
、
代
か
き
後
の
早

め
の
田
植
え
、
除
草
剤
散
布
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

〔
水
稲
栽
培
日
誌
〕

　

栽
培
日
誌
は
作
業
後
、
忘
れ
な
い
う

ち
に
記
帳
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
回
目
は
６
月
15
日
（
月
）
迄
の
提

出
と
な
り
ま
す
。『
日
誌
』
と
『
台
帳
』、

両
方
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
出
荷
は
し
な
い
場
合
も
、
Ｊ
Ａ
の
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
場
合
は
、
必

ず
日
誌
と
台
帳
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

水
稲

広報誌 2026 年 4月号 9ページにおいて担当品目の記載
漏れがございましたので下記の通りお知らせいたします。

お知らせ

氏名 担当品目
布山　政利
（穂高地域営農センター） 米・野菜

逸見　守信
（三郷地域営農センター） 米・野菜・花



福神漬け「七福神」今年も販売奈川のそば粉を使ってそば作りに挑戦

令和7年度ぶどう部会通常総会野菜づくり教室を開催　栽培のポイントを解説

「春休みこども特別企画」組合員や地域住民に料理教室を開催新興果樹部会通常総会　生産販売高昨年に比べ７％増

第６１回青壮年部通常総会　食と農の魅力を次世代へ令和8年度入組式　新採用職員５人が新たな一歩を踏み出す

　ＪＡあづみ女性部西穂高支部牧大根プロジェクトが作る、福神漬け「七福神」
のパック詰め作業が西穂高ふれあいセンター加工所で行われました。メンバー
１０人が参加し、６００袋を完成。「七福神」は、安曇野産や国産の野菜を７種類
使っているほか、幅広い世代の口に合うようにシンプルでバランスのとれた味
が人気です。３月上旬から２週間ほど漬け込み、今年も良い出来になりました。

　JA あづみ奈川ふれあいセンターで奈川そば道場が開かれ、地域住民ら５
人が参加しました。同地区の古畑美津子さんを講師に手作りそば作りに挑戦。
参加者は古畑さんのアドバイスに耳を傾けながら、そば粉をこねたり、延し
棒で伸ばすなどして完成させました。参加者の一人は「均等に切り分けるの
が難しかった。自宅でも作って家族に振舞いたい」と笑顔で話しました。

　JA あづみぶどう部会は、通常総会並びに生産販売実績検討会を開きまし
た。主力品種であるシャインマスカットでは、販売金額 2599 万円（昨年対比
103％）、販売数量 3266 ケース（１㌜＝５㌔ 昨年対比 102％）と好調でした。
石曽根光徳部会長は「暑さの影響を受ける１年であったが、これを克服しより良
いぶどう作りを部会全体で取り組んでいきたい」と話しました。

　JA あづみ福祉課と豊科支所、豊科地域営農センターは、第１回「野菜づくり教室」を開
きました。組合員や JA 職員など約 30 人が参加。JA あづみ農産課指導統括の吉田清志さ
んが「おいしい野菜づくりのポイント」と題して講義し、土の作り方や堆肥・有機質の効
果と使い方、野菜の定植のポイントなどを伝えました。同教室は、JA が掲げる「福祉活動
による地域の活性化」の一環で年２回開催し、組合員から人気の講座となっています。

　JA あづみ梓川支所は、春休みの特別企画として「パウンドケーキ・まんじゅう作り教室」を開催
しました。女性部員が講師を務め、パウンドケーキと、じゃがいもやさつまいもを使った野菜餡入
りのまんじゅう作りに挑戦。にぎやかな雰囲気の中で調理体験が行われました。同支所くみあい員
課の籠田弘恵課長は「多くの親子にご参加いただき、盛況のうちに終了したことを大変うれしく思う。
参加された子どもたちの笑顔や、親子で協力して取り組む姿が印象的だった」と話しました。

　JA あづみ新興果樹部会は、JA あづみ梓川支所で通常総会を開催しました。
生産者や JA 役職員、市場関係者ら約 20 人が出席。令和 7 年度産は、特に
スモモで害虫が多発し、収量の減少が目立った結果となり、新興果樹部会
全体の生産販売高は、3742 万円（計画比107％）となりました。役員改選も
行われ、部会長に塚田辰芳さん㊧、副部会長に二木秀幸さんが就任しました。

　JA あづみ青壮年部は第 61 回通常総会を開きました。令和 7 年度活動報告
や令和 8 年度活動計画など 4 つの議案を承認。「ふれあい農園」が JA 長野中
央会および JA 長野組合長会よりにじの懸け橋賞を受賞したことなどを報告し
ました。役員改選も行われ、部長に堀井勇司さん（堀金支部）を、副部長に
大倉直樹さん（小倉支部）と大倉健太郎さん（小倉支部）を選任しました。

　JA あづみは令和 8 年度入組式を開き、新採用職員５人が入組しました。宮
澤清組合長から辞令が手渡され、５人は組合員や利用者から信頼される職員
になることを誓い、新たな一歩を踏み出しました。新採用職員を代表して横
川浩也さんは「学生時代に得た知識を活かしながら、JA 職員としての自覚と
責任を持って誠実に業務に取り組みたい」と力強く誓いの言葉を述べました。

3月
18日

3月
19日

4月
1日

3月
24日

3月
27日

3月
23日

3月
26日

3月
25日



良質な桃の生産を目指して　桃の摘蕾指導会開催組合員へ感謝の気持ちを込めて　第４７回さくら祭り開催

食糧専門委員会通常総会　米穀実績４８億９５００万円　昨年対比２３％増満開の桜のもとでノルディックウォーキング　体動かし親睦深める

第４６回花き品評会表彰式　栗原郁雄さん（穂高）最優秀賞女性部温支部でコンニャク作り講習会

梨の芽たたき指導会　品質向上を目指して管内トップを切って田植えはじまる

　ＪＡあづみもも部会は、桃の摘蕾指導会を開きました。三郷地域営農センターの宮
腰政寛営農指導員が実演しながら作業のポイントを説明しました。高品質な桃を安
定生産するために摘蕾指導会を開催していて、摘蕾のねらいや時期、方法を確認し
ています。百瀬洋平部会長は「部会員も増えて活気が高まっている。一丸となって品
質の高い桃づくりに取り組んでいこう」と結束を強めました。

　春の恒例イベント「第 47 回さくら祭り」が開催されました。本年度は新
しくメダカすくいや学生考案の皿回しチャレンジなどを実施。毎年人気の
企画「柑橘の詰め放題」では総勢 431 人が参加しました。ＪＡ営農指導員
が講師を務めた「家庭菜園教室」や JA あづみ女性部シャベラーズ 26 によ
るスコップ三味線や和太鼓「辿」による演奏などの催しも行われました。

　JA あづみ食糧専門委員会は安曇野市で通常総会を開きました。支部の代表や、JA 役職員ら約
50 人が出席。令和 7 年度産の水稲の生育は、高温の影響で生育が前進し、後半には天候の影響
により刈り遅れが発生しました。米穀事業全体の販売実績は 48 億 9500 万円。（昨年対比 23％
増）また、水稲品質改善共進会の表彰式も併せて行われ、最優秀賞で長野県松本農業農村支援セ
ンター所長賞の小松正廣さん（三田）を始め 10 人の受賞者に賞状と記念品が贈られました。

　JA あづみ女性部梓川支部は、松本市梓川でノルディックウォーキングを行いまし
た。部員ら 16 人が参加し、３キロほどのコースを１時間かけて歩き、親睦を深めな
がら体を動かしました。全日本ノルディックウォーク連盟公認指導員の細田範良さん
を講師に、ポールを使ってストレッチを行った後、同市の複合施設「梓水苑」の周辺
を実際に歩き、満開の桜のもとでポールの使い方や歩き方の姿勢などを確認しました。

　JA あづみ花き専門委員会は、第 46 回花き品評会表彰式を安曇野市で開催しました。
スプレーカーネーションの「プロムダンス」で最優秀賞の長野県知事賞を受賞した栗
原郁雄さん（穂高）をはじめ、14 人の生産者を表彰しました。県知事を受賞した栗
原さんは「40 年花き栽培に取り組んできたなかで、栄誉ある賞を受賞したことは感
無量。今後も誰かの心に寄り添える花を目指して栽培に励みたい」と意気込みました。

　JA あづみ女性部温支部はコンニャク作り講習会を開きました。部員同士で
協力しながら和気あいあいと作業が進められました。出来上がったコンニャ
クは支部員らが持ち帰り、各家庭で味わったほか、三郷支所の職員らにも振
る舞われました。同支部長の髙澤泰子さんは「部員たちと楽しみながら作業し、
親睦を深めることができた」と笑顔で話しました。

　JA あづみ梨部会は梨の芽たたき指導会を開きました。生育初期の管理技術を確
認し、高品質な果実生産に繋げることが目的です。芽たたきは発芽後から開花前
にかけて行う重要な作業。不要な蕾を早期に取り除くことで、養分を１つの実に
集中させ果実の肥大化と今後の作業の効率化を図ります。この日は担当者が園地
で実演を交えながら不要な芽の見極めなど作業のポイントを説明しました。

　安曇野市の水稲農家、宮澤幸司さんは約１ヘクタールの水田に８条田植え機で「コシヒ
カリ」の苗を植えました。宮澤さんは「やっと田植えが始まったという思い。苗づくりか
らここまできて、これからの生育がさらに楽しみ。美味しいお米を待っていてほしい」と
話しました。JA あづみ営農経済事業部米穀課によると、管内の苗の生育状況は平年並みで
順調に作業が行われ、田植え作業は５月上旬にピークを迎え、６月上旬まで続く予定です。

4月
2日

4月
3日

4月
8日

4月
9日

4月
21日

4月
14日

4月
14日

4月
10・11日
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すまいる情報チャンネル 季節を暮らしのエッセンスに

農繁期用（配達軽油）
特別値下げのお知らせ

JAバンクなどのサービスの一時休止について
いつもＪＡバンクをご利用いただきありがとうございます。このたびＪＡバンクはお客様へのサービスや利便性の
向上を目的としたシステム更改に伴い、誠に勝手ながらＡＴＭ・ＪＡネットバンク等のサービスを一時休止させて
いただきます。ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

休止日 休止時間 休止するサービス（※）

令和８年５月16日（土） 21：00～24：00 全取引休止
令和８年５月17日（日） 0：00～8：00 全取引休止

（※）休止するサービス：	JAバンクのATM、コンビニ等のATM、JAネットバンクサービス、JAバンクアプリ、
	 JAバンクアプリプラス、ジェイデビット等

※ JA・店舗・ATM・提携金融機関によっては、ご利用可能日、ご利用可能時間およびご利用可能サービスが異なるため、
上記スケジュール以外にもサービスをご利用いただけない場合がございます。 詳しくは、窓口・ホームページ等でご確認ください。

会　　場 　安曇野市豊科４２７０－６（イオン豊科店北側
新社屋）ＪＡあづみ本所　２階小会議室

参 加 費 　無　料
定　　員 　限定 ３組（申込先着順とさせていただきます）
講　　師 　長野県信用農業協同組合連合会 １級FP技能士　

宮川 ルリ子 氏
持 ち 物 　預貯金および共済・保険等ご契約内容資料、

固定資産（保有不動産）確認資料　他
相談方法 　WEBによる個別相談会となります。
お問い合せ 　ＪＡあづみ 穂高支所 金融課 ＴＥＬ：０２６３－８２-３１１５
申込受付期間　令和8年5月13日（水）～ 令和8年5月20（水）

限
定
３
組

相
談
無
料

JAあづみ 穂高支所 
 専門家による相続準備個別相談

「相続相談会のご案内」
【相続】とは？？【遺言書】とは？？
相続発生前における一般的な相談、遺言書や遺言信託にかか
る相談等個別に専門知識を有する職員が対応させていただき
ます！	

※１組様あたり４５分間の個別相談（WEB相談）とさせていただきます。

開催日時 令和8年５月２２日（金）
１組目 9：00～9：45 2組目 10：００～10：４５ 3組目 11：００～11：４５

５月31日㈰まで

３円／ℓ値下げ
「春の農繁期にご使用される配達軽油」に
限り、通常配達価格より特別値下げをいた
します。
生産者の皆様、是非
ご利用ください。

〈ご用命・お問い合わせ先〉

灯油配送センター
（☎72-7811）まで
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笑顔あふれる輝く毎日あしたへのあんしん

ＮＰＯあんしん活動実施について

4 月に 100 歳の誕生日を迎えられた方がおり、職員や他の利用者の皆さまと一緒に
お祝いをしました。ご本人からは、この 100 年の歩みについてお話があり、聞いてい
た方々からは「いろいろなご苦労がありましたね」「大変な時代を生きてこられましたね」
など、労いの言葉が寄せられました。　

また、普段から会話を交わし交流のある方より、「お誕生日おめでとうございます。これからも長
生きしてくださいね」とのお祝いの言葉とともにプレゼントが贈られ、記念写真も撮影しました。

さらに、多くの方が日頃外出の機会が少なく、ご自宅で過ごされていることから、春の季節を感じ
ていただこうと、天候の良い暖か
い日に桜を見にドライブへ出かけ
ました。安曇野の美しい風景に皆
さま感激され、桜の咲いている場
所を通るたびに「今が一番きれい
だね」「一人では来ることができ
ないから、来られてよかったよ」
と満足そうなご様子でした。

４月になり、各地で桜が満開を迎え、急いでお花見に出かけています。
近くの黒沢の桜は今年も見事に咲き、皆さま大変喜ばれていました。堀金の岩原公園

にも出かけ、東屋でお茶を飲みながら、ゆっくりと桜の花を楽しみました。
桜や花桃のお花見に出かけた際には、景色を眺めながらしばらく歩くため、良い運動

にもなっています。
４月３日の桃の節句には、おやつに桜あんパンを皆さまと一緒に作り、美味しくいただきました。今年

はパンの上に黄色いゆで卵を飾った「菜の花パン」も作りました。目でも味覚でも春を感じながら、楽し
く楡に通っていただけたらと思います。

実施日時　　令和8年5月23日（土）及び30日（土）　午前10時00分～11時30分
会　　場　　地域支え合いセンターあんしん

実施日時　　令和8年5月23日（土）及び6月6日（土）　午前8時00分～9時30分
会　　場　　地域支え合いセンターあんしん
尚、6月6日（土）は25周年記念になりますので記念品がございます。お楽しみに。

健康体操教室

五づくり畑



出題・イラスト：ゆきたかしまちがいさがし

1414

85

右のイラストには左のイラストと違う部分が5カ所あります。間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。
クイズの答えは間違っている部分の数字を記入してください。

▲ここから間違っている部分の数字を 5つ回答してください。

■応募ハガキの記入方法

家 族 で 楽 し む お い し い 一 皿
料理研究家　和田麻紀子

年金の専門家（社会保険労務士または年金相談員）
がわかりやすく相談に応じます。
夜間や週末も開催しております。お仕事帰りやお

休みの日にもお気軽にお越し下さい。

① 米を研いでホタテ （大きければ食べやすい大きさにカット）とA
を入れて軽く混ぜ、 2 合の水加減で炊飯する。

② アスパラガスは根元を折り、下 3cmをピーラーでむいて長さ
1cmに切っておく。

③ 炊き上がったご飯にアスパラガスを入れて 10分蒸らし、お好み
でバターと黒こしょうを加えてよく混ぜて出来上がり。

材料（4人分）

作り方

米	 2合
ベビーホタテ	 100g
　　薄口しょうゆ	 大さじ2
　　酒	 大さじ1
　　塩	 2つまみ

アスパラガス	 1束（100g）
バター	 5g
黒こしょう	 適量

春は苦味が食養生。 春野菜でデトックス !

アスパラとホタテの炊き込みご飯

うま味たっぷり食材の
春のごちそうご飯

フレッシュなアスパラガスは
後から入れて、蒸らし時間で
火を入れることで食感を楽し
めます。ホタテは貝ひもが付
いているものの方が、 だしが
よく出ておいしく作れます。

ポイント

●水をかつおだしや昆布だしに替える
●焼きおにぎりにするアレンジ

日　　時 場　所

5月 19日（火）9：00～15：00 有明出張所

5月 20日（水）17：00～19：00 豊科支所

6月 13日（土）10：00～16：00
堀金支所

三郷支所

Ａ

４月号の答え

１	 窓の形が違う
３	 チョウの向きが違う
７	 帽子にリボンが付いていない
９	 タンポポがチューリップになっている
11	 女の子の口の形が違う　

応募総数 32通　
当選者
　安曇野市　山本様
　安曇野市　中島様
　松 本 市　上嶋様

応募締切　5月22日（金）まで



JAキャッシュカードを
紛失されたときは

JAカードを
紛失された時は

JAバンクキャッシュカード紛失共同受付センター
（365日、24時間対応）
70120-024-040

NICOS盗難・紛失受付センター
（365日、24時間対応）
70120-159-674

交通事故が
起きてしまったら

ガス廻りの
トラブルの時は

葬祭の
ご相談・ご案内

JA共済事故受付センター
（365日、24時間対応）
70120-258-931

JAあづみプロパンセンター
（365日、24時間対応）
70263-73-6860

JA葬祭あづみ
（365日、24時間対応）
70120-721-047

1515

編　集　後　記

天秤座（9/23～10/23）

蠍　座（10/24～11/22）

射手座（11/23～12/21）

山羊座（12/22～1/19）

水瓶座（1/20～2/18）

魚　座（2/19～3/20）

牡羊座（3/21～4/19）

牡牛座（4/20～5/20）

双子座（5/21～6/21）

蟹　座（6/22～7/22）

獅子座（7/23～8/22）

乙女座（8/23～9/22）

遊びに行くのに良いときで
す。時間をやり繰りして余暇
を多めにつくると楽しめま
す。効率もアップして一石二鳥

後回しになっていたことを一
気に片付けてしまいましょう。 
心配事をなくせば運気がアッ
プ !旅行は遠出がお勧め

上昇気流に乗っています。前
向きな気持ちでいろいろなこ
とに挑戦を。面白い収穫があ
るはず。買い物が吉

気になることが多く右往左往
しがち。落ち着いて効率良く
動くよう心がけましょう。人
の手を借りることも考えて

一歩先を見て行動を。現状に
とらわれ過ぎないのが成功の
ポイントです。おしゃれに気
を使うと運気が上昇します

先を急がず腰を据えて。安全
策で回り道した方が早くゴー
ルできます。丁寧な作業は好
感度も上げてくれます

会話の中から新たなプランが
生まれてきそう。できるだけ
たくさんの人と触れ合うよう
心がけて。趣味の集まりが吉

ドキリとするようなことも丸く
収まります。ポジティブ思考で
いきましょう。遊びに行くのは
大賛成。華やかな場所が吉

頭の痛い問題も起こりそうで
すが向き合って。逃げない姿
勢が好展開をもたらします。
動く前に情報収集を

停滞モードは次第に回復。下
旬は勢いがあります。目立た
ず準備を進めて一気に打って
出ましょう。めりはりが大切

好調運。セミナー参加や旅行
など見聞が広がる行動にツキ
があります。注目を浴びるの
で周囲の目も意識して

良好運ですが後半は乱れが
ち。正確さが必要なことは早
めに済ませてしまいましょ
う。前半は旅行も楽しめます

山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ

ン
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
が
、冬
眠
し
て
い
た
熊
も
目

覚
め
始
め
ま
す
。昨
年
の
熊
の
被
害

状
況
か
ら
今
年
の
山
菜
採
り
は
残

念
で
す
が
中
止
す
る
つ
も
り
で
す
。

（
安
曇
野
市　

植
原
さ
ん
）

孫
が
４
月
か
ら
高
校
生
に
な
り
ま

し
た
。
50
分
程
か
か
る
道
の
り
を

自
転
車
で
通
学
す
る
と
の
事
。
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
は
思
っ
て
い

ま
す
が
、
祖
母
と
す
れ
ば
少
し
心

配
で
す
。（

安
曇
野
市　

小
川
さ
ん
）

ま
ち
が
い
さ
が
し
も
お
も
し
ろ

い
！
桜
の
花
の
咲
く
頃
の
入
学
式
、

心
も
弾
み
ま
す
ね
！
雨
風
が
あ
る

と
残
念
で
す
が
・
・
・
。世
の
中
が

ピ
ン
ク
と
黄
色
で
本
当
に
春
を
感

じ
ま
す
。（

安
曇
野
市　

倉
科
さ
ん
）

定
年
退
職
後
に
は
じ
め
た
野
菜
作

り
。自
分
達
で
食
べ
る
だ
け
で
す

が
、な
か
な
か
上
手
に
で
き
ま
せ

ん
。今
年
は
玉
ね
ぎ
が
半
分
ほ
ど
枯

れ
て
し
ま
い
、収
穫
が
期
待
で
き
ま

せ
ん
が
め
げ
ず
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
安
曇
野
市　

太
田
さ
ん
）

スクラム 4月21日現在

〈4月30日開催〉
●決算関係書類の承認について
●部門別損益計算書の承認について　他

●直売所「安曇野スイス村ハイジの里」登録会員／ 704

理事会報告

　5月5日のこどもの日は、五月人形やこいのぼ
りを飾りお子様の成長を願われた方も多いのでは
ないでしょうか。私も三十路間近ではありますが
まだまだ発展途中。（だと思い込んでいます。）
　菖蒲湯につかって体を労わりなが
ら、日々成長できるよう過ごしてい
きたいです。（S.M）

安曇野市一般介護予防事業「エンジョイシニア！おたっしゃ塾」受講者募集
　おたっしゃ塾の目的は“楽しく学び×交流し×実践につなげる”毎日の学習が「フレイル予防」「介
護予防」のヒント、自宅で地域で生き活きと自立し、健康で暮らし続けるための教室の一つです。

開催日　令和 8 年６月 24 日（水）入塾式～ 9 月 16 日（水）卒塾式
　　　　 毎週水曜日　午前 10 時～ 11 時 30 分　全 12 回
場　所　地域支え合いセンターあんしん
講　師　安曇野市福祉部高齢者介護課、JA 長野厚生連佐久総合病院健康管理科
内　容　保健師等講師による健康づくり講話（フレイル予防等）体力測定、各種系運動他
対象者　おおむね 65 歳以上の方（関節疾患のある方は要相談。医師から運動制限が出ている方は不可）
参加者　2000 円　
定　員　20 名
申し込み期間　令和 8 年 5 月 21 日（木）～ 6 月 15 日（月）
申込み・お問い合わせ　NPO 法人 JA あづみくらしの助け合いネットワークあんしん
　　　　　　　　　　　 電話：0263-71-2828
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